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1. ラットにおけるレチノイン酸誘発口蓋ヒダ巽常
池見直起（解剖学第一）
全トランスレチノイン酸（以下， RA）により誘発
されたラット胎見の口蓋ヒダ形態変化と口蓋裂との関
連性を調べ，発生毒性検出指標として意義を検討した。
Crj: SD系廷娠ラットに 40mg/kgのRAを妊娠11～14
日のいずれか 1自に経口投与し感受期を持定し，その
感受期に 1.25～80mg/kgの RAを投与し用量反迩牲
を調べた。妊娠14日に投与した群の口蓋裂の発現頻
度は16%と最も高く， RAのラットにおける感受期は
妊娠14日であったc 誘発された口蓋ヒダ変化の中で，
正中不連続，多峯，過剰ヒダ［過剰型］，短小，電合，
分岐は口蓋裂との関採が示唆され，これらの変化を口
蓋ヒダ異常とした。また，口蓋裂および口蓋ヒダ異常
とも用量反応、性をもって増加し，口蓋ヒダ異常の
ED50 値は己蓋裂のそれの約 1/9であった。従って，
口蓋とダ異常は口蓋裂の関f直以下の怪い沼量で口蓋形
成に異常が発生していることを反映しており，口蓋裂
誘発物質の検出指標として有効であると考えられた。
2. Immune-mediated cholangiohepatitis in neonatal-
ly thymectomized mice: The role of T cells and 
analysis of T-cell receptor Vβusage. 
（新生期胸膜構出マウスにおける自己免疫性題管
炎： T細臆の役割と T結腸レセプタ－ vβ の検討）
相坂康之（内科学第一）
以前，新生期鞠線摘出（Tx〕マウスに抗ミトコンド
1）ア抗非の対応抗原とされる PDC-E2/BCOADC-E2
hybrid moleculeを免疫し原発性胆汁牲肝硬変類似病
変を作成した。今司この実験モデルにおける肝内浸潤
単核細抱中のT掘鞄，替に TCR-V1s>の関号を暁らか
にし，特異的治療の可能性を探るため， dominantcell 
の存在と役割について flowcytometryと移入実験にて
検許した。肝内浸潤単核縮瞳は V/314揚性T縮胞が
dominant populationである事を確認したO 移入実験
において辻 CD4揚性T細抱 CDS陽性T細胞あるい
はV/] 14陽性T細抱の除去により，レシピエントの
Txマウスに病変が移入されなかった。これらの結果
より，病変に存在する clonalなV/3 14~~牲T細胞の
直接的な関与が明らかにされ，選択的な抗体察法を含
めた免疫壕j去の可能性が示唆された。
3. Peak negative myocardial velocity gradient in 
early diastole as a noninvasive indicator of left 
ventricular diastolic function 
（左室拡張議能の非侵襲的指標としての拡張阜賠
ピーク韓性心筋速度勾配）
清水嘉人（内科学第二）
車流ドプラ心エコー法による左室流入血流速パター
ン（以下 TMF）にかわる左室拡張機能指標としての，
組識ドプラj去による心筋速度勾配の臨床的有用性につ
いて検討をおこなった。心筋速度勾配は心内膜，心外
E莫関の心筋速度分布を直親近似したときの車線の傾き
と定義され，高所心筋壁厚についてのひずみ率に類似
した概念である。拡張早期にみられる心筋速度勾配の
詮性ぜーク値はピーク陰性心筋速震勾毘｛以下ピーク
NMVG）と定義され，拡張聖心筋症群や高血圧性心疾
患群で障害されていた。またピーク NMVGはTMFに
比べ，議負荷iこ依存しない左室拡張機能指標であり，
さらに上記疾患によるうっ血性心不全の改善に持う左
室拡張機能の改善を反映することが示唆された。ごれ
らより組識ドプラ法によるピーク NMVGはTMFによと
べ，前負荷変動の大きい非車血性心疾患の心不全治療
に伴う左室拡張機能改善の非侵襲的な指標となりうる
ことが示唆されたO
4. Effect of antimicrobial agents on Pseudomonas 
（緑膿菖バイオフィルムに対する抗菌需の効果に関
する研究）
1 ) Effect of the growth rate of Pseudomonas 
aeruginosa biofilms on the susceptibility to 
antimicrobial agents：β，lactams and fluoro-
quinolones 
（鰻膿麗バイオフィルムの増彊速度が誌甚剤惑受性
iこ及ぼす効果： β－ラクタム需とフルオ口キノEン剤）
